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2007年能登半島地震の震源に関するエンベロープ・インバージョン

Source envelope inversion of the 2007 Noto Hanto earthquake
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経験的に得られた小地震のエンベロープ・モデル（地球惑星科学関連学会の２００４年合同大会の発表参照）を用い
て，高周波数のそれぞれ１-２，２-４，４-８と８-１６Ｈｚ領域で震源の発生エネルギー分布をインバージョン解析した．
用いたデータはＫｉＫ-ｎｅｔの記録である．インバージョンの前に，地域の小地震を利用してスペクトル・インバージョ
ン法によるサイト特性を求め直した．予備の結果としては，エネルギーの発生分布が既往の滑り分布とほぼ一致してい
るとともに特徴も見られる．


